










































誓 - pJ･, 誓 -一差 蒜 Qk,(i-1,･･･,N) (1,
を､直交性を定義する計量としてEuclid計量を用いる方法では､特別な系を除い
て上記の要求は満たされない｡
そこで､配位空間にヤコビ計量gij-2lE-U(q)】6i3･を入れ､解軌道をRiemann
多様体上の測地線とみなす方法を採用する｡この幾何学的方法は､最大リアプノ
フ数 右 を統計力学を用いて見積もるために導入された[Pet93,CPCOO]が､ここ
では相空間にリフトすることによりリアプノフベクトルを考察する方法として用
いる｡実際､この幾何学的方法を用いれば上記の要求を満たすことが厳密に証明
でき【YIト 従来の方法では観測にかかりにくかった挙動を見ることができると期
待される｡
本発表では､相転移系において幾何学的方法によるリアプノフ解析を行った結
果を報告する｡得られたリアプノフベクトルを用いた観測量を導入し､その時間
平均や相関関数を従来の方法と幾何学的方法とで比較しながら､臨界点を力学的
に特徴付けることを試みる｡
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